
 

2024年11月　改修工事中
　　　　　　　モナコ日本庭園　弊社設計・施工

  株式会社　別府梢風園

環境経営レポート

２０２４年度版 
（２０２４年１０月～２０２５年９月）

ＢＥ ＰＰＵ

    ２０２6年　１月作成

認証番号0003059



１．組織の概要 1

２．エコアクション21の対象範囲 1

３．環境経営方針 2

４．環境経営目標 3

５．環境経営計画 4

６.環境経営計画に基づく取組内容 5

5

6

9

10

10

11

12

８．環境関連法規等の遵守状況確認及び評価の結果

13

９．代表者による全体の取組状況の評価及び見直し指示の結果 　　　　　　 14

　　

当社が手がけた日本庭園の実績 　　　　　　 15

当社作庭の受賞例 16

　　                       並びに違反、起訴等の有無

  （３）次年度の計画

７.環境経営目標及び環境経営計画の実施・取組結果

目　　　次

  （１）エコアクション21実施体制

  （２）2024年度に実施した環境への取組

  （１）環境経営目標の実績

  （２）環境経営計画の実施状況及びその評価

  （３）これまでの取組結果

                  とその評価、並びに次年度の計画



 

１．組織の概要

（１）企業理念 :自然とコミュニケーション

（２）事業所名 ：株式会社　別府梢風園

（３）代表者名 ：代表取締役　別府　大輔

（４）所在地  株式会社 別府梢風園：福岡市東区青葉１丁目６番５３号

 株式会社 千年翠    　：福岡市東区名子３丁目２番３６号

 資材置き場           　 ：糟屋郡粕屋町江辻７５６-1

（５）関連会社 ：株式会社千年翠

（６）法人設立年月日

（７）環境管理責任者 ：寺島　誠

　　及び連絡先 　ＴＥＬ　０９２－６９１－０６７８

　ＦＡＸ　０９２－６９１－４５５４

　ＨＰ　www.shoufuen.co.jp

　E-mail　info@shoufuen.co.jp

（８）事業内容

　造園工事業、公園管理、造園用資材販売

　解体工事業、樹木診断・保護・養生・回復

（９）事業の規模 ：資本金　85,000千円

　役員　7名　従業員10名

　売上高　520百万（2024年度（2024年10月1日～2025年9月30日）　実績）

（10）事業年度　　　　　　　　 ：１０月１日　～　翌年９月３０日

２．エコアクション21の対象範囲  

（1）対象事業所                ：本社、株式会社千年翠、資材置き場

（2）対象事業活動　　　　 　　：土木工事業、石工事業、とび・土工工事業、

  舗装工事業、造園工事業、公園管理、造園用資材販売、

　解体工事業、樹木診断・保護・養生・回復

（3）対象外事業所　　　　　　 ：なし（全組織・全活動が対象）

：１９７６年６月２３日

：土木工事業、石工事業、

　とび・土工工事業、舗装工事業、

      モナコ庭園

当社では2008年11月にエコアクション21の認証を取得し、現在まで17年間環境経営システムを継続
的に運用しています。
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３．環境経営方針

環境経営方針

株式会社 別府梢風園は、造園・エクステリア工事の設計、施工、管理の事業活動を通

じて、「緑あふれる快適な環境創造」と「地球にやさしい環境づくり」をテーマに、全社員が

事業活動の全ての面で地球環境に影響を与えていることを認識し、行動します。

１.環境経営システムを構築し、下記を重点事項として取り組み、環境経営の継続的改善

に努めます。

① 二酸化炭素排出量の削減

② 廃棄物排出量の削減、建設リサイクルの推進

③ 水使用量の削減

④ 化学物質の適正使用・管理

⑤ グリーン購入の推進

⑥自らが施工・販売/提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

⑦日本庭園の技術継承 技能士の育成

２.緑化を推進する事でヒートアイランド現象の緩和、CO2削減に関与し、やすらぎやうるお

いのある四季彩づくりを進めます。

３.環境関連法令と当社が参加した協定等を遵守します。

４.地域の環境保全活動に対して積極的に参画し、社会貢献活動を推進します。

５.環境経営レポートを作成し、環境への取組状況を公表します。

作成日 2008年1月15日

改訂日 2026年4月1日
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　４．環境経営目標

　　　（年度：10月～翌年9月）

基準値 単年度目標

2023年度 2024年度 　2025年度 　2026年度

2023.10～2024.9 2024.10～2025.9 2025.10～2026.9 2026.10～2027.9

（２％減） （３％減） （４％減） （５％減）

事務所 ㎏-CO2 12,554 12,303 12,177 12,052 11,926

現場 ㎏-CO2 38,477 37,707 37,323 36,938 36,553

全社 ㎏-CO2 51,031 50,010 49,500 48,990 48,479

(1)電気使用量の削減 事務所 ｋWｈ 13,206 12,942 12,810 12,678 12,546

事務所 Ｌ 2,782 2,726 2,699 2,671 2,643

現場 Ｌ 10,258 10,053 9,950 9,848 9,745

（3）軽油使用量の削減 現場 Ｌ 5,688 5,574 5,517 5,460 5,404

(4)．都市ガス使用量の削減 事務所 ㎥ 1.6 1.57 1.55 1.54 1.52

(1)一般廃棄物排出量の削減 事務所 t 0.627 0.614 0.608 0.602 0.596

(2)建設廃棄物のリサイクル推進 現場 ％
（リサイクル率）

97 97 97 97 97

事務所 ㎥ 169 165.6 163.9 162.2 160.5

(1)グリーン購入の推進
              （事務用品）

事務所
品目

（事務用品） 22 22 23 23 23

(2)再生建設資材の現場調達 現場
件数

　（調達現場数） 150 153 154 156 157

現場 - -
適正使用・管理に
努める(SDS把握)

適正使用・管理に
努める(SDS把握)

適正使用・管理に
努める(SDS把握)

適正使用・管理に
努める(SDS把握)

(1)環境に配慮した現場施工 現場 － -
環境配慮型機

械、
器具を使用する

環境配慮型機
械、

器具を使用する

環境配慮型機械、
器具を使用する

環境配慮型機械、
器具を使用する

(2)設計時における緑化推進
   の提案（自社物件に限る）

現場 件数 21 21 22 22 22

　
・　
・

備考）・環境経営目標は2019〜2021年度の実績平均値を基準とする。

　　　　・二酸化炭素排出量の購入電力排出係数は0.462kg-CＯ2／ｋＷｈ（九州電力(株)の2022年度調整後排出係数）を用いた。

　　　　・（　　）内は基準値に対する削減率を示す。

（2）ガソリン使用量の削減

2.廃棄物排出量の削減

3.水使用量の削減
　　　　　　　　（上水、地下水）

4.グリーン購入の推進

5.化学物質の適正使用・管理

6.環境に配慮した自社工事の取組

環境経営目標
サイト
区分

単位 2019〜2021
年度の

実績平均値

1.二酸化炭素排出量の削減

中長期目標

・環境経営目標は、当社の事業活動を踏まえて、2022年度〜2026度までの中長期目標として、以下の6項目16目標を
  サイト区分（事務所、現場、全社）して設定しました。
・主要な環境負荷である二酸化炭素排出量と一般廃棄物排出量、水使用量については、基準値（2019〜2021年度実
  績平均値）を基準に、毎年 1％ずつ削減し、2023年度は2％削減を目標に、2026年度までに5％削減を目指します。
・事業活動で取り組む本業目標については、「環境に配慮した自社工事の取組」  として(1)環境に配慮した現場施工
  と、(2)設計時における緑化推進の提案（自社物件に限る）を掲げ、全社をあげて取り組んで環境経営を推進していき
  ます。
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５．環境経営計画

サイト
区分

責任者 担当者 スケジュール

1 エアコン設定温度を決め、実行する(夏28℃　冬20℃)

2 使用箇所だけ点灯し、未使用箇所の消灯確認

3 昼休みは消灯する（電灯・ﾊﾟｿｺﾝ等）

4 節電効果機器の導入

1 社有車をエコカーへ切り替える

2 始業前点検を徹底し、故障等の対処を早めに行う

3 低騒音・低振動・低燃費の重機の使用

4 カーエアコンの適正使用(風量や温度設定に配慮)

5 自動車・重機によるエコ運転の推進

２．廃棄物排出量の削減
サイト
区分

責任者 担当者 スケジュール

1 廃棄物の分別を徹底する

2 ミスコピーの防止・裏紙使用の促進

3 使用済み封筒を再利用する
4 詰替品利用の促進

(2) 建設廃棄物のリサイクル推進 現場 秋山 1 現場での分別を徹底し、再利用できる物を有効活用する
登野城
宮城

通年

３．水使用量の削減
サイト
区分

責任者 担当者 スケジュール

1 節水活動の推進
2 使用量の把握と管理を行う

サイト
区分

責任者 担当者 スケジュール

(1) グリーン購入の推進(事務用品) 事務所 1 グリーン製品の優先購入
(2) 再生建設資材の現場調達 現場 2 材料グリーン調達／再生材の有効活用等

サイト
区分

責任者 担当者 スケジュール

(1) 化学物質の適正使用・管理 現場 秋山 1 使用する製品に含まれる化学物質の把握と管理
岩屋
赤峯

通年

６．環境に配慮した自社工事の取組

サイト
区分

責任者 担当者 スケジュール

(1) 環境に配慮した現場施工 現場 1 環境にやさしい低公害機械、器具使用の推進

(2)
設計時における緑化推進
の提案（自社物件に限る）

現場 2 施工内容に関する改善提案実施

サイト
区分

責任者 担当者 スケジュール

1 始業前に周辺の清掃を行う

2 地域環境保全活動参加

3 地域防災活動に参加する。地域パトロール参加

通年

７．地域貢献活動の推進

取組目標 活動項目

(1) 地域貢献活動の推進 全社 寺島 高山 通年

船津
宇都宮

５．化学物質の適正使用・管理

活動項目

取組目標 活動項目

秋山

取組目標

寺島 萬屋 通年

取組目標 活動項目

(1)
水使用量の削減
　　　　　　（上水、地下水）

事務所 寺島 小才 通年

４．グリーン購入の推進

取組目標 活動項目

事務所 寺島 塩田 通年

事務所 寺島 1 トイレの手洗い、食器洗浄時の温水使用抑制 別府 10月〜3月

松尾 通年

電気使用量の削減 事務所 寺島
黒木
大塚

夏季：7〜9月
冬季：1〜3月

取組目標 活動項目

(1) 一般廃棄物排出量の削減

・環境経営目標を達成するため、以下の具体的な取組（活動項目）を設定して、全社を挙げて取り組みました。
・なお、7.地域貢献活動は社会貢献企業として独自に取り組む活動項目です。

(2) ガソリン・軽油使用量の削減
事務所
現場

秋山

(3) 都市ガス使用量の削減

１．二酸化炭素排出量の削減

取組目標 活動項目

(1)
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（１）エコアクション21実施体制
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ＥＡ２１建設現場責任者 ・建設現場におけるEA21全般の取組について責任と権限を持つ

部門責任者

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する
・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
・自部門に関連する法規制等を順守する
・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
・自部門の教育・訓練を実施する

従業員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

代表取締役社長

 ・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
 ・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
 ・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する
 ・各部門の責任者を任命する
 ・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する
 ・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

環境管理責任者

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築、実行し、環境実績を向上させる。
・毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する。
・３か月に１回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認・評価し、問題点が発生した場
合は是正等を検討する。
・上記の結果を代表者に報告する。

ＥＡ２１事務局
・ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・管理を行う社外からの環境情報の収集と伝達を
行う

所　属 役割・責任・権限

EA21建設現場責任者

秋山　諭史（取締役）

（株）千年翠 総務部 営業部 技術部

３人 ３人 ３人 10人

役割分担表

環境管理責任者

寺島 誠

EA21事務局

寺島 誠（兼務）

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

・エコアクション２１の環境経営システムを運用し、環境経営を推進するため、社内に次のような実施体制を作
  り、環境への取組を実施しました。

代表取締役社長 代表取締役会長

別府 大輔 別府 壽信



（２）2024年度に実施した環境への取組

・環境経営計画に基づき以下の取組をSDGｓ（17のゴール）と紐付けて実施しました。

１．二酸化炭素排出量の削減

（1）電気使用量の削減

（２）ガソリン、軽油使用量の削減

２．廃棄物排出量の削減
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・エアコン設定温度（夏28℃、冬20℃）を決め、事務所内の室温管理をしています。

・照明未使用箇所の消灯確認、昼休みの消灯を励行しました。

・節電効果機器（LED照明等）を導入しています。

・社有車を計画的にエコカー（ハイブリッド車）に切り替えています。

・始業前点検を徹底し、故障等の対処を早めに行っています。

・社有車や建設重機はエコ運転を心がけています。

・工事に当たっては低騒音・低振動・低燃費の環境配慮型重機を使用しています。

・事務所ごみは資源ごみと燃えるごみを分別し、産業廃棄物は現場で分別排出を徹底しています。

・裏紙使用を徹底し、コピー用紙の使用量を削減する

・使用済み封筒を再利用しています。

事務所内の室温管理 昼休みの消灯 LED照明の導入

計画的なエコカー導入 タイヤ空気圧の点検 環境配慮型重機の使用

使用済み封筒の再利用

事務所ごみの分別 コピー用紙の裏紙使用 使用済み封筒の再利用
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３．水使用量の削減

４．グリーン購入の推進

５．化学物質の適正使用・管理

・節水シールを貼り、節水活動を励行しています。

・水使用量を計測し、記録しています。

・事務用品は環境への負荷が少ないグリーン商品を購入しています。

・建設現場では再生資材を調達しています。

水使用場所に節水シール 水使用量（上水、地下水）の記録

環境ラベル付き事務用品の購入 現場では再生資材の調達

・化学物質はSDSに基づき適正使用を行っています。

・化学物質は鍵付き保管庫で厳重に管理しています。

・化学物質は使用量を把握し、記録しています。

化学物質使用量の記録・管理化学物質のSDS



６．環境に配慮した自社工事の取組

７．地域貢献活動の推進
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・工事で使用する重機は低排出ガス・低騒音型重機を調達している。

・設計時に緑化提案を行っています。

低排出ガス・低騒音の重機使用 緑化提案事例１ 緑化提案事例２

・毎朝、就業前に事務所周辺の清掃を行っています。

・地域の環境保全活動に参加しています。

・地域パトロールに参加しています。

緑化提案事例１ 緑化提案事例２

地域パトロール

事務所周辺の清掃活動 地域環境保全活動 地域パトロール

福岡市Well-being＆SDGs登録証

福岡市Well-being＆SDGs登録制度
「働く人」のWell-beingの向上とSDGsの達成に向けて取り組む事業

者として「マスター」登録しています。

・従業員の多様性を尊重し、人材育成と働き方の改革に努めていま

す。

・推奨するキャリアアップに資する外部研修への参加費用は会社が

負担しています。

・指定する国家資格等には資格手当を支給し、人材確保に取組ん

でいます。

・IT ツールを活用して、業務の効率化及び正確性を飛躍的に向上し、

在宅でのテレワーク制度の実施に向けた取組みも行い、休暇取得率

向上、残業時間減少に向けた働き方改革に取組んでいます。

Well-being 向上に向けた取組み



（３）これまでの取組結果

・当社は2008年11月にエコアクション21の認証を取得し、現在まで17年間構築した環境経営システムを運用
　して環境への取組を継続してきました。
・最大の環境負荷である二酸化炭素排出量については、認証取得前後の総排出量を比べると約37％削減
　し、売上高当たりでは約44％減少し、生産効率が上がっています。
・次に、一般廃棄物排出量と水使用量については、総量でいずれも約82％、約55％と大幅に削減できてお
　り、エコアクション21の取組で事業活動に伴う環境負荷が削減できています。
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CO2排出量の推移
売上高当たりのCO2排出量の推移

一般廃棄物排出量の推移 水使用量の推移



 

（1）環境経営目標の実績

基準値

事務所 ㎏-CO2 12,554 12,177 11,881 102.5% ○

現場 ㎏-CO2 38,477 37,323 24,542 152.1% ○

全社 ㎏-CO2 51,031 49,500 36,423 135.9% ○

(1)電気使用量の削減 事務所 ｋWｈ 13,206 12,810 13,489 95.0% △

事務所 Ｌ 2,782 2,699 2,433 110.9% ○

現場 Ｌ 10,258 9,950 6,942 143.3% ○

（3）軽油使用量の削減 現場 Ｌ 5,688 5,517 3,200 172.4% ○

(4)都市ガス使用量の削減 事務所 ㎥ 1.6 1.55 1.50 103.3% ○

(1)一般廃棄物排出量の削減 事務所 t 0.63 0.608 0.51 119.2% ○

(2)建設廃棄物のリサイクル推進 現場 ％
（リサイクル率）

97 97 91 93.8% ×

事務所 ㎥ 169 163.9 154 106.4% ○

(1)グリーン購入の推進
              （事務用品）

事務所
品目

（事務用品） 22 23 30 130.4% ○

(2)再生建設資材の現場調達 現場 件数
　（調達現場数） 150 154 147 95.5% △

現場 - -
適正使用・管理に努

める(SDS把握)
適正使用・管理に努
めた

ー ○

(1)環境に配慮した現場施工 現場 － -
環境配慮型機械、
器具を使用する

環境配慮型機械、
器具を使用した

ー ○

(2)設計時における緑化推進
   の提案（自社物件に限る）

現場 件数 21 22 24 109.1% ○

　
・　
・
　

　　　　・目標達成率の算定　削減目標の場合　目標／実績*100　増加目標の場合　実績/目標*100

　　　　・達成状況の判定区分　○：達成　△：９５％以上  ×：９５％以下　－：判定不可

　　　　・二酸化炭素排出量の購入電力排出係数は0.462kg-CＯ2／ｋＷｈ（九州電力(株)の2022年度調整後排出係数）を用いた。

2019〜2021年
度の

実績平均値 目標 実績

1.二酸化炭素排出量の削減

（2）ガソリン使用量の削減

2.廃棄物排出量の削減

3.水使用量の削減
　　　　　　　　（上水、地下水）

4.グリーン購入の推進

5.化学物質の適正使用・管理

6.環境に配慮した自社工事の取組

備考）・環境経営目標は2019〜2021年度の実績平均値を基準とする。

７．環境経営目標及び環境経営計画の実施・取組結果と
　　その評価、並びに次年度の計画

・2024年度運用期間における環境経営目標の達成状況は以下のとおりであり、設定した6項目16目標のう
  ち電気使用量と建設廃棄物のリサイクル率、再生建設資材の現場調達の3目標を除いた4項目13目標で
  目標を達成できました。
・特に、最大の環境負荷である二酸化炭素排出量の目標達成率が136％（全社）で、当初計画の削減目標
 （3％削減）を大きく上回る29％削減を達成しています。さらに、本業目標とした6.の2項目についても目標
  を達成でき、全体として良好な結果となっています。
・目標未達成となった3目標は、今後も受注工事内容と目標達成状況の関連性を注意深く分析し、目標達
  成を目指します。

環境経営目標
サイト
区分

単位

2024年度
（2024.10～2025.9） 目標

達成率

目標
達成
状況
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（2）環境経営計画の実施状況及びその評価

・次年度も、継続的な環境改善活動を進めていきます。

環境経営目標
サイト
区分

実施
状況

電力 事務所 ○

燃料
（ガソリン、軽油）

事務所
＋

現　場
○

都市ガス 事務所 ○

一般廃棄物 事務所 ○

建設廃棄物 現場 ○

３．水使用量の削減 事務所 ○

事務所 ○

現　場 ○

５．化学物質の適正使用
　　・管理

現　場 ○

６．環境に配慮した
　　自社工事の取組

現　場 ○

・トイレの手洗い、食器洗浄時の温水使用
抑制

（現状）
・電力について４項目掲げた取組のう
ち、エアコン温度の調整、昼休み消灯
は実行できた。
・都市ガスについては使用者が限定さ
れ、周知が徹底されている。
・燃料についての取組に伴い燃料使
用量削減の目標がほぼ達成できた。
（今後）
・今年度は良好な取組結果であったた
め、次年度も低燃費車の購入を継続し
て取り組んでいきたい。

１．二酸化炭素排出量
　　の削減

・環境経営計画で定めた取組の2024年度運用期間中の実施状況は以下のとおりであり、全項目で取組が実施
  でき、良好な結果となっています。

実施状況の判定区分　○：実行されている　△：実行されているが十分でない　×：実行されていない　―：判定できない、該当しない

・グリーン製品の優先購入（事務用品）
（現状）
・事務用品に関しては、グリーン購入
製品を選択するようになった。
（今後）
・次年度も継続して取り組んでいきた
い。

・材料グリーン調達／再生材の有効活用等（建設資材）

・使用する製品に含まれる化学物質の把握とＳＤＳによる
適正管理

（現状）
・化学物質の適正管理は出来ている。
（今後）
・今年度は良好な取組結果であったた
め、次年度も継続して取り組んでいき
たい。

活動項目
取組結果評価及び

次年度　（2024年度）　取組内容

・エアコン設定温度を決め、実行する
　　           (夏28℃　冬20℃)
・使用箇所だけ点灯し、未使用箇所の消灯
　確認
・昼休みは消灯する（電灯・ﾊﾟｿｺﾝ等）
・節電効果機器の導入

・社有車をエコカーへ切り替える
・始業前点検を徹底し、故障等の対処を
　早めに行う
・低騒音・低振動・低燃費の重機の使用
・カーエアコンの適正使用
　　　　　　(風量や温度設定に配慮)
・自動車・重機によるエコ運転の推進

２．廃棄物排出量の削減

・廃棄物の分別を徹底する
・ミスコピーの防止・裏紙使用の促進
・使用済み封筒を再利用する
・詰替品利用の促進

（現状）
・事務所内では廃棄物の分別ができ、
適切に処理業者に委託してリサイクル
することができた。
・現場では、建設廃棄物のリサイクル
率が目標を達成できなかったが、関係
法令の遵守ができ、事務所ではマニ
フェストの管理保管の徹底ができた。
（今後）
・今年度は建設廃棄物の再資源化率
算定方法を変えたため、次年度は目
標値の見直しを行いたい。

・現場での分別を徹底し、再利用できる物
を有効活用する

・節水活動の推進
　　庭木への散水回数の制限
　　（通常1回／2日から1回／3日）
　　水漏れ防止の点検
　　雨水の有効的活用
・使用量の把握と管理を行う

（現状）
・節水意識が定着し、継続的な活動取
組により、実行できた。
（今後）
・今年度は良好な取組結果であったた
め、次年度も継続して取り組んでいき
たい。
・雨水の有効的活用についての取組
を考える

・環境に配慮した現場施工
　　 環境にやさしい低公害機械、器具使用の推進
・設計時における緑化推進の提案
　　新築外構工事契約で樹木1本進呈
　　設計における緑化の推奨
　　市町村における緑化補助金申請の提案

（現状）
・新築外構物件10件に対して樹木の
進呈を行うことができた。
（今後）
・今年度は良好な取組結果であったた
め、次年度も継続して取り組んでいき
たい。
・緑化推進のため幅広い工法の提案
を進めていきたい。

４．グリーン購入の推進
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　４．環境経営目標（3）次年度の計画

　1）環境経営目標

赤字：見直し点 　　　（年度：10月～翌年9月）

基準値 単年度目標

2023年度 2024年度 　2025年度 　2026年度

2023.10～2024.9 2024.10～2025.9 2025.10～2026.9 2026.10～2027.9

（２％減） （３％減） （４％減） （５％減）

事務所 ㎏-CO2 12,554 12,303 12,177 12,052 11,926

現場 ㎏-CO2 38,477 37,707 37,323 36,938 36,553

全社 ㎏-CO2 51,031 50,010 49,500 48,990 48,479

(1)電気使用量の削減 事務所 ｋWｈ 13,206 12,942 12,810 12,678 12,546

事務所 Ｌ 2,782 2,726 2,699 2,671 2,643

現場 Ｌ 10,258 10,053 9,950 9,848 9,745

（3）軽油使用量の削減 現場 Ｌ 5,688 5,574 5,517 5,460 5,404

(4)．都市ガス使用量の削減 事務所 ㎥ 1.6 1.57 1.55 1.54 1.52

(1)一般廃棄物排出量の削減 事務所 t 0.627 0.614 0.608 0.602 0.596

(2)建設廃棄物のリサイクル推進 現場 ％
（リサイクル率）

87 - 90 90 90

事務所 ㎥ 169 165.6 163.9 162.2 160.5

(1)グリーン購入の推進
              （事務用品）

事務所
品目

（事務用品） 22 22 23 23 23

(2)再生建設資材の現場調達 現場
件数

（調達現場数） 150 153 154 156 157

現場 - -
適正使用・管理に
努める(SDS把握)

適正使用・管理に
努める(SDS把握)

適正使用・管理に
努める(SDS把握)

適正使用・管理に
努める(SDS把握)

(1)環境に配慮した現場施工 現場 － -
環境配慮型機

械、
器具を使用する

環境配慮型機
械、

器具を使用する

環境配慮型機械、
器具を使用する

環境配慮型機械、
器具を使用する

(2)設計時における緑化推進
   の提案（自社物件に限る）

現場 件数 21 21 22 22 22

　
・　
・

　　　※一般廃棄物

　2）環境経営計画

次年度の環境経営計画は、今年度の取組が良好な結果となっているため、現計画をそのまま継続していきます。

6.環境に配慮した自社工事の取組

備考）・環境経営目標は2019〜2021年度の実績平均値を基準とする。ただし、建設廃棄物のリサイクル率は2023年度実績を基準とする。

　　　　・二酸化炭素排出量の購入電力排出係数は0.462kg-CＯ2／ｋＷｈ（九州電力(株)の2022年度調整後排出係数）を用いた。

　　　　・（　　）内は基準値に対する削減率を示す。

5.化学物質の適正使用・管理

・次年度の環境経営目標については、本年度の目標達成状況が概ね良好な結果となっていたため、中長期目標で設
定
  した2024年度目標値をそのまま適用することとしました。
・なお、建設廃棄物のリサイクル率については、今回から算定条件を変更したため、目標値は基準年実績値を含め見直
  しを行いました。
・なお一般廃棄物の剪定枝排出量は工事受注量に比例するために除外します。

環境経営目標
サイト
区分

単位

中長期目標

2019〜2021
年度の

実績平均値

1.二酸化炭素排出量の削減

（2）ガソリン使用量の削減

2.廃棄物排出量の削減

3.水使用量の削減
　　　　　　　　（上水、地下水）

4.グリーン購入の推進
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廃棄物処理・リサイクル関連 評価区分　◯：遵守　　×：不遵守　　ー：該当なし

許可業者への委託 委託契約書 ○

管理表の写しの交付 マニフェスト ○

管理表の写しの交付を受
けるまでの期間

マニフェスト ○

管理表に関する知事への
定期報告

産業廃棄物処
理実績報告書

○

管理表の適切な措置 マニフェスト ○

管理表の保存期間 マニフェスト ○

処理責任 マニフェスト ○

収運基準 聞き取り ○

焼却禁止 聞き取り ○

建設ﾘｻｲｸﾙ法
新築工事及び解体改修工
事

対象建設工事の届出 契約書 ○

化学物質関連

販売の制限または禁止 伝票　帳簿 ○

帳簿の保管管理 農薬受払帳簿 ○

虚偽の宣伝等の禁止 SDS ○

簡易定期点検

点検記録
整備記録
漏えい量
報告書

○

引渡義務費用負担 領収書 －

８．環境関連法規等の遵守状況確認及び評価の結果並びに違反、
    訴訟等の有無

確認方法
遵守
状況
評価

・収集運搬業者及び処分業者との書面による委託契約

環境法規制等
の名称/略称

適用範囲 項目 遵守事項

廃棄物処理法

産業廃棄物

・収集・運搬・処分は、許可を受けた産業廃棄物収集・運搬業者
並びに産業廃棄物処分業者に委託すること

委託基準の遵守 委託契約書 ○
・委託契約書の保管：５年間保存

管理表の交付

・管理票の交付（発行）：廃棄物の種類ごと、運搬先ごと

マニフェスト ○・管理票の記載事項：廃棄物の種類、荷姿、最終処分を行なう所
在地など

・運搬受託者が運搬を終了した時は、管理表を交付した者に当
該管理表の写しを送付しなければならない。

・野焼きは禁止

・発注者への書面による計画等説明・工事着手する日の７日前ま
でに必要事項を都道府県知事に届け出・発注者へ書面による完
了報告
・分別解体等・再資源化等の促進・再生資源の使用

・交付から９０日以内（運搬、処理処分）及び１８０日以内（最終処
に管理票の写しが返却の場合、照合確認と共日時に届け出る。

・毎年6月30日までに前年度（3月31日以前の１年間）に交付した
管票の交付状況を様式第３号により知事に提出しなければなら
ない。

・写しの交付を受けないとき、規定する事項が記載されていない
管理表や虚偽の記載のある管理表の写しを受けた場合は、適切
な措置を講じなければならない。

・管理票写し：５年間保存

・建設工事に伴い発生する廃棄物については、元請け業者に責
任を一元化。廃棄物は自ら処理するか、その処理を許可業者に
委託しなければならない。

フロン類の使用
の合理化及び管
理の適正化に関
する法律（フロン
排出抑制法）

業務用エアコン（圧縮機電動
機定格出力：7.5ｋw未満）

(1)簡易点検(3か月に１回以上)を行わなければならない。
　室外機:異常振動、異常運転音、油漏れ、キズの有無、熱交換
器の腐食、錆など室内機:熱交換器の霜付きの有無
(2)フロン類の漏えいを発見した場合、漏えい箇所の特定及び修
理をしなければならない。
(3)点検・修理やフロン類の充填・回収等に関して履歴を記録し
て保存しなければならない。
④１年間にフロン類をCO₂換算値で1,000CO₂-ton以上漏えいし
た事業者は国に報告しなければならない。

機器を破棄する際は、第1種フロン類充填回収業者に依頼して、
フロン類を回収した後、破棄しなければならない。(法41条)その
際、フロンの回収、再生、破壊等に必要な費用を支払わなけれ
ばならない(法７４条)

・環境関連法規の遵守状況は以下に示すとおりであり、事業活動に当たっては該当法規を遵守することが出来ま
  した。また、関係機関等からの違反等の指摘や、外部からの訴訟等も、過去5年間ありませんでした。

農薬取締法 農薬

・特定農薬以外の農薬（無登録）の販売禁止

・農薬受払帳簿を備え付け、常に販売数量・在庫数量を確認出
来るようにしなければならない

・農薬の有効成分の含有量や効果について、誤認させるような
宣伝を行うことを禁止している

廃棄物
・積上げ高さの厳守、養生、保管場所の識別
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９.代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示の結果

・2025年12月22日に、エコアクション２１の全体評価と見直し会議を実施しました。

・代表者による取組状況の全体評価と、計画の見直しの必要性を検討した結果は、以下のとおりです。

（1）環境への取組状況について

・社員が環境経営方針への理解を深めへ、環境経営計画をより適切に実行していることを確認しました。

・環境経営目標の達成状況は、電気使用量の削減、産業廃棄物のリサイクル率、再生建設資材の調達以外
は非常に良好な結果で、最大の環境負荷である二酸化炭素排出量は当初計画の削減率を大きく上回ること
が出来ました。

・また、現場での特記もしくは顧客の要望以外は再生建設資材を積極的に利用するように周知しました。

・次年度も社員一丸となって、更なる環境意識の高揚を図り、環境負荷軽減のための取組の充実と改善を行
  う予定です。
　

（2）見直しの必要性と次年度の取組に向けて

・日々の現場作業において二酸化炭素排出削減につとめる環境活動を行うことをつたえました。

・次年度は新入社員2名の入社や営業車の低燃費車への買い替えを行う予定です。さらに、福岡市舞
  鶴公園及び雁の巣レクリェーションセンターでの企業協賛プランターを引き続き運営を行います。

・今後とも継続的な環境改善活動を進めていきます。
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当社が手がけた日本庭園の実績

■モナコ公国日本庭園

モナコ公国の高級ホテルやレストランが立ち並ぶ、グ
レース公妃通り沿いに日本庭園を作庭しました。
モナコ公国（レーニエ3世公）から日本庭園の設計・施工
の依頼をいただきました。
総工費7億円のプロジェクトとして「池泉廻遊式庭園」を
1994年5月に開園しました。

■太宰府天満宮の日本庭園　仮殿緑化

太宰府天満宮は福岡県太宰府市にある神社で、全国
各地にある全国天満宮総本宮です。
当社は30年にわたり多くの工事を承っており、中でもク
スノキ再生プロジェクト、誠心館での庭園工事、浮殿で
の工事、祖霊殿工事、クスノキ剪定工事、境内各所の造
園工事などに携わってまいりました。

■中国 崇梵寺の日本庭園

中国 浙江省台州市の寺院「崇梵寺」を新しく改修工事
する際、庭園改修もしたいとのご依頼があり庭園設計か
ら工事を行いました。
寺院裏山の地被植物や低木などを移植して不足分を補
い、また中国では鶴と亀が縁起がいいとされているので
池の施工に亀を表す亀石を配置し、中国の文化を大切
にしながら日本の技術を表現いたしました。

■フランス
ラ・セル＝サン＝クルー城の日本庭園

ラ・セル＝サン＝クルー城はフランス・パリ近郊にある古
城で14世紀に建造され、現在はフランス外務省が管理
しており迎賓館として文化行事などに利用されていま
す。
在仏日本大使館を通じて作庭依頼をいただき、「清浄
の庭」と「無限の庭」と称して、石材や砂利などを使用し
た枯山水庭園で表現しています。
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　　　　　　　　　YKKエクステリアデザイン施工フォトコンテスト
「住まいの顔であるエクステリアを通して、家族をもっと幸せにしたい。日本をもっと元気にしたい。」との願いをこめて、エクス
テリアを舞台に家族で楽しんでいる風景、家族の温かさを感じる作品、また創造性があり建物と調和がとれたエクステリアの
設計・施工作品を募られたYKKAPによる「エクステリア施工フォトコンテスト2014」。

このコンテストでは、門・車庫まわり部門、窓・お庭まわり部門、エクステリアリフォーム部門、プロモーションデザイン部門、
ファミリー部門の5つの部門に分かれており、当社はプロモーションデザイン部門において受賞することができました。和モダ
ンを取り入れ日本の伝統文化を表現しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　花と緑の博覧会
花と緑の博覧会では、会期中、植物や庭園を展示すると同時に、アジアで初めてA.I.P.H.（国際園芸家協会）が認定するコ
ンテストがおこなわれました。

このコンテストは、園芸生産の振興と園芸生産品の需要拡大を目的とするもので、同コンテストで優れた成績を収める事は、
世界中の造園・園芸・花卉流通関係者から高く評価され、非常に名誉なこととされています。
博覧会の会期末、最高審査団（9カ国13委員で構成）による審査がおこなわれ、先に選ばれていた532点の優秀作品の中か
ら選出された当社の出展作品は、「名誉賞」ならびに「優秀賞」をいただきました。

日本の四季の美しさを追いながら、生命尊重の庭園を演出しました。ケヤキなどの落葉高木や花木を、四季の彩りが楽しめ
るように植栽しました。また、四季の美しさを身近に感じられるように、園路を設置して庭園内を散策できるようにしました。

　　　　　　名誉賞（庭園部門）、優秀賞（庭園部門）

　　　　　　　　プロモーションデザイン部門受賞

当社作庭の受賞歴
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